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1 はじめに
道端，庭，野原に咲く花の情報などを知る手段として

植物図鑑やWWW上の検索システムなどがある．しか
し，映像，写真から知りたい花の情報を得ることは非常
に困難であり，時間もかかる.また従来の手法では花の
構造を基に特定の特徴を考慮した研究は少ない. そこで
本研究では，花の構造に依存した各特徴量を重視する識
別器を複数構築し， Fuzzy C-means法により各識別器
への帰属度を求めた重み付きのマルチ識別器を提案する．

2 特徴量抽出
k-means法により減色した花の正面画像に対し，中央

でなおかつ画素数の大きいものを花領域として抽出する
[1]．得られた花領域に対し HSV色空間において 10×
10の区間に分割したHS領域の二次元ヒストグラムを色
の特徴量とする．花領域の重心から輪郭までの距離を一
次元グラフとし，さらに周波数領域に変換した低周波成
分 30次元を形の特徴量とする．

3 マルチ識別器の構成
3.1 Fuzzy C-means
花の構造的な違いに応じて異なる識別機を設計する

ために教師なしのクラスタリングを行った．この結果，
表 1に示す 4つのクラスタが得られた．これらのクラス
タは，円形度と周波数域のエントロピーを主たる特徴量
として持っている．検索画像とデータベース内の画像の
各識別器への帰属度Ui(u0, u1, u2, u3)を基に検索を行う
ため，Fuzzy C-meansで帰属度を求める．なお，i = 0
を検索画像とする.

表 1 各識別器の特徴
各識別器 対象とする花の特徴 　エントロピー 円形度 重視する周波数領域

F0 円形に近い花 低－高 高 低域
F1 複数花弁を持つ花 高 低 高域
F2 一枚に特徴を持つ花 低 低 ピーク値を含む帯域
F3 以上に属さない花 中 中 30 次元全域

3.2 識別の流れ
U0から閾値処理により有効な識別器を採用する．次

に，採用された識別器への帰属度 Ui が高いデータベー
ス内の画像 iを対象に検索画像との類似度を計算する．
画像 iの色の特徴量を Cij，形の特徴量を Sij とすると
k 番目の識別器から出力される検索画像と画像 iの類似
度 Fkiはヒストグラムインタセクションを用いた以下の
式より求められる．

Fki =
wk1 ×

∑
j min(C0j , Cij) + wk2 ×

∑
j min(S0j , Sij)

wk1 + wk2

wk1とwk2は実験的に決めた色と形の重みである．各識
別器の類似度 Fi(F0i, F1i, F2i, F3i)から検索画像の帰属
度を掛け，線形和を求めることで最終的な類似度を以下
の式から求める．

Ei = U0
T Fi

図 1 識別器の流れ

4 評価実験
WWW上の花画像 92種類をそれぞれ 4枚用意し，3

枚をデータベース (92× 3枚)に，1枚をテストデータ
とし，検索した画像が 1位～3位，1位～5位，1位～10
位に入る検索率をそれぞれ求めた．評価実験を行った結
果を表 2にまとめる．特徴を考慮しない F3のみの識別
器に比べ，特徴を考慮し統合した識別器では，上記で述
べた 3タイプの特徴のある花に対して特に高い精度が得
られた．

表 2 実験結果
1－ 3位 1－ 5位 1－ 10位

F3のみ 52.1％ 64.1％ 79.3％
F0～F3 61.5％ 74.6％ 83.3％

5 まとめ
本稿では，花の構造により重視すべき特徴を考慮した

マルチ識別器を用いた花画像検索システムを提案した．
今後は集合花など，さらに多くの構造に対応できる識別
器を構成する必要がある
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